
古
典
の
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平
成
二
十
四
年
一
月
七
日
（
月
）
晴 

昨
年
、
十
一
月
一
日
を
古
典
の
日
と
定
め
ら
る
。
根
據
と
し
て
紫
式
部
日
記
の
寛
弘
五
年(

一
〇

〇
八)

十
一
月
一
日
の
條
に
、
藤
原
公
任
の
言
葉
と
し
て
「
若
紫
や
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
あ
り
、
源
氏
物

語
初
め
て
歴
史
的
文
獻
に
登
場
せ
り
と
云
々
。 

源
氏
物
語
が
我
が
國
文
化
の
代
表
的
古
典
な
る
は
論
を
俟
た
ず
と
雖
も
、
現
存
最
古
の
文
獻
た
る

古
事
記
序
文
の
日
附
け
和
銅
五
年(

七
一
二)

正
月
二
十
八
日
に
こ
そ
因
む
べ
け
れ
と
思
ふ
も
、
執
拗

な
る
贋
作
説
に
遠
慮
せ
る
か
、
但
し
建
國
記
念
の
日
は
、
記
・
紀
の
記
述
に
基
き
を
り
。 

 
 

舊
臘
、
東
京
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
工
業
會
の
專
務
理
事
に
し
て
、
國
語
問
題
協
議
會
執
行
理

事
の
齋
藤
成
氏
よ
り
、
古
典
の
日
衆
參
兩
院
の
議
決
に
よ
り
成
立
し
た
る
は
、
我
が
國
文
化
に
と
り

劃
期
的
の
快
擧
な
れ
ば
、
我
が
工
業
會
の
機
關
誌
「
東
京
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
」
に
一
文
を
載
す
べ
し

と
の
依
頼
あ
り
、
原
稿
の
制
作
に
か
か
る
。 

  

昭
和
二
十
二
年
制
定
の
教
育
基
本
法
の
前
文
に
「
普
遍
的
に
し
て
し
か
も
個
性
ゆ
た
か
な
文
化
を

創
造
」
と
あ
る
は
、
各
共
同
體
に
「
特
有
の
文
化
」
は
あ
れ
ど
、
世
界
共
通
、
普
遍
の
文
化
な
ど
有

り
得
べ
く
も
な
き
に
、
恐
ら
く
は
當
時
盛
ん
な
り
し
社
會
發
展
段
階
説
の
最
終
段
階
を
想
定
せ
る
も

の
の
如
し
。
平
成
十
八
年
、
第
一
次
安
倍
内
閣
に
て
之
が
改
訂
と
な
り
、
前
文
は
「
傳
統
を
繼
承
し
、

新
し
い
文
化
の
創
造
を
目
指
す
」
と
し
、
更
に
第
二
條
に
第
五
項
と
し
て
「
傳
統
と
文
化
を
尊
重
」

を
加
ふ
。
茲
に
於
て
漸
く
我
が
國
文
化
を
教
育
の
中
心
に
据
う
る
の
法
的
根
據
を
得
た
り
。
實
に
制

定
後
五
十
九
年
後
の
事
な
り
。
そ
の
五
年
後
の
昨
年
古
典
の
日
制
定
は
改
訂
教
育
基
本
法
が
根
附
き

始
め
た
る
驗
と
も
言
ふ
べ
く
寔
に
喜
ば
し
け
れ
ど
、
庶
民
に
至
る
ま
で
讀
み
嗣
ぎ
學
び
繼
ぎ
來
た
り

て
江
戸
時
代
に
至
れ
る
古
典
を
ば
、
明
治
の
御
一
新
、
更
に
は
戰
後
の
國
語
改
革
に
て
、「
脱
古
典
」

と
て
捨
て
去
り
て
久
し
き
は
畢
竟
我
が
國
文
化
を
貶
し
め
、
延
い
て
國
運
を
誤
る
に
至
れ
り
と
返
す

返
す
悔
ま
る
。 

一
方
古
典
の
表
記
に
關
し
て
は
な
ほ
客
觀
情
勢
必
ず
し
も
樂
觀
を
許
さ
ず
。
今
や
身
近
の
古
典
と

な
り
た
る
明
治
大
正
の
名
文
、
文
庫
本
に
て
完
膚
無
き
ま
で
に
新
假
名
遣
に
革
め
ら
れ
て
、
復
舊
の

見
通
し
な
き
は
さ
ら
な
り
、
既
に
上
記
教
育
基
本
法
改
訂
の
直
後
、
平
成
二
十
年
に
は
現
職
の
文
科

省
主
任
教
科
書
調
査
官
著
書
を
出
版
し
て
、
「
新
假
名
遣
に
て
古
典
を
書
く
」
を
提
案
す
。
ま
た
憲

法
の
改
正
を
求
む
る
保
守
系
勢
力
さ
へ
公
然
と
憲
法
表
記
の
新
字
・
新
か
な
へ
の
轉
換
を
主
張
す
。 

 
 

さ
れ
ど
吾
印
刷
業
界
に
身
を
置
く
者
と
し
て
、
徒
ら
に
悲
憤
慷
慨
せ
ず
、
古
典
の
覆
刻
等
を
通
じ

て
の
貢
獻
あ
る
べ
し
と
信
じ
、
正
し
き
文
語
表
記
を
可
能
に
す
る
體
制
整
備
に
邁
進
す
る
の
所
存
な

り
。
加
へ
て
我
が
文
語
の
苑
各
地
に
文
語
教
室
を
開
き
、
古
典
へ
の
遙
け
き
道
を
開
か
む
と
す
る
は
、

恰
も
契
冲
、
宣
長
の
苦
心
の
一
端
を
擔
ふ
と
自
負
す
る
も
の
な
り
。 

 
 

斯
く
考
へ
て
原
稿
漸
く
成
り
、
通
常
横
書
き
の
機
關
誌
に
齋
藤
專
務
の
御
好
意
に
よ
り
、
見
開
二

頁
を
提
供
せ
ら
れ
、
弊
社
に
て
キ
ャ
ノ
ン
製
ソ
フ
ト
「
エ
デ
ィ
カ
ラ
ー
１０
・
０
」
を
使
用
、
縱
書

き
、
正
字
・
正
か
な
の
版
下
を
制
作
、
そ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
納
入
す
。 


